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鮒
翻

平原校長先生

上越教育事務所

　
生
）

護
獺
養
難
（

主　事
小島先生
（松代中）

戸
籍
の
明
暗

　
　
　
　
　
　
二
月
か
ら
三
月

■
新
婚
さ
ん

新しい教職

太田校長先生

（十日町中）

保坂先生

南本町小

護
蒲
養
麟

小林校長先生

（上越教育事務所）

霜越先生

糸魚川小）

目崎先生

（栃尾東小

山岸先生

（下保倉小）

一條先生

（小千谷小）

生
）
　
用

先
　
採
井
新
荒
（

藤麟
1982

野本校長先生

　（松代中）

生
）
　
中

先
　
井

田
　
新
福
（

　横山先生

（直江津東中）

／10

鎌

Nα75

養　護
仙田先生
（新採用）

，のド

栄養士
市川先生
（松代小）

上北谷

ロ
う
ぶ
声

小
野
塚
　
充
（
藤
倉
・
富
夫
の
長
男
）

滝
沢
真
実
（
猪
之
名
・
新
三
の
長
女
）

村
山
　
葉
子
（
湯
本
・
健
の
二
女
）

小
野
塚
美
智
子
（
藤
倉
・
功
の
長
女
）

貝
沼
　
一
人
（
湯
之
島
・
正
二
分
長
男
）

保
坂
　
志
穂
（
月
池
・
留
男
の
長
女
）

村
山
亜
紗
美
（
松
之
山
・
修
一
の
長
女
）

福
原
　
健
誠
（
松
之
山
・
富
弥
の
長
男
）

高
澤
　
和
裕
（
湯
本
・
眞
の
長
男
）

瀧
澤
恵
里
子
（
天
水
越
・
正
秀
の
長
女
）

村
山
　
小
織
（
豊
田
・
良
人
の
長
女
）

旧
お
く
や
み

村
山
豊
治
㈹
（
松
之
山
・
坂
杉
）

山
岸
　
ス
イ
⑬
（
新
山
・
下
村
）

南
雲
三
次
郎
㈲
（
西
之
前
・
モ
シ
ニ
ン
）

竹
内
　
イ
キ
㈹
（
豊
田
・
勘
助
）

小
野
塚
カ
ク
㈲
（
東
川
・
上
州
屋
）

村
山
源
太
郎
㈲
（
光
間
・
下
村
）

竹
内
　
武
次
㈲
（
湯
之
島
・
堂
屋
敷
）

樋
口
　
萬
藏
㈲
（
田
麦
立
・
つ
ん
ね
）

布
施
亀
市
郎
㈹
（
松
之
山
・
上
中
島
）

柳
サ
エ
㈲
（
松
口
・
横
沢
）

高
橋
　
ハ
ナ
㈱
（
天
水
島
・
忠
助
）

丸
山
幸
雄
㈲
（
藤
倉
・
中
武
屋
）

こどもの日

　5月5日の「こどもの日」は、国民の祝日に関する法律に定められ、この日を、

こどもの人格を重んじ、こどもの幸福をはかるとともに母に感謝する日としています。

、ノ髪
1膨1誰

□発行　新潟県松之山町　□編集議会事務局
5月1日現在
人口4，917人　　男2，395人　　女2，522人　　世帯1，372世帯
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3月29日の臨時議会

■審議可決したおもな事項

・昭和56年度町一般会計補正予算（第7回）

　2，506千円追加し総額22億9，626万8千円とする。

・町林業構造改善事業推進協議会条例の一部改正

　「産業課」を「振興課」に改める。

・町道の認定について

　花立線（浦田）幅員5m砂利道112mを町道に認定
・昭和56年度町国民健康保険特別会計補正予算（第3回）

　△1，556千円減額し総額3億8，576万5千円とする。
　△直診松之山診療所勘定予算を1，200万5千円追加し総

　額2億190万3千円とする。
・昭和56年度町簡易水道事業特別会計補正予算（第4回）

　1，900千円追加し総額2億467万7千円とする。
。昭和56年度町農業共済事業特別会計補正予算（第1回）

　1，597千円追加し総額2，772万8千円とする。
。町議会委貝会条例の一部改正

町課設置条例に振興課が新設されたことに伴え所管

　がえ

　「建設観光委員会」を「建設委員会」に
　「土木、建築、観光その他資源開発」を「一般土木、

町営住宅および克雪」に改める。

。第9次道路整備5力年計画の策定に関する決議につい

　て

昭和57年度を最終年度とする第8次道路整備5力年計
画は行財政再建計画を先行する政府の方針のもとに完
全達成されぬまま終了する見通しとなっている。

過疎および交通事故対策としても道路の整備促進は緊
急を要する。

昭和58年度から第9次5力年計画にあたっては、大幅
　な事業わくの拡大を図ってもらいたい。（抜粋）

4月28日の臨時議会

。昭和56年度町一般会計補正予算（第8回）

　830万7千円追加し総額23億457万5千円とする。
・町税条例の一部改正

△所得控除

　「寡婦控除額」を「寡婦（寡夫）控除額」に改める。

△固定資産税の納期

　昭和57年度に限り第一期「4月16日から30日まで」を
　「5月16日から31日まで」とする。
・町国民健康保険税条例の一部改正

・工事請負契約の締結（3千万円以上の工事は議会の議決

　を求める）
△町道藤原松之山線改良工事（浦田・藤原）

　延長540m　請負金額3，450万円　請負者高橋組
△町道松口松之山線改良工事（松口）

　延長420m　請負金額3，430万円　請負者高橋組
。町営土地改良事業の施行について

県単土地改良事業（浦田・上之山）農道200m
事業費2，000万円　受益面積10．5ヘクタール、受益戸数

33戸事業の実施年度、昭和57年度1年
県補助金35％　町負担分65％

△4月28日の臨時議会

福
祉
活
動
や

歳
末
た
す
け
あ
い
の
資
金
に

赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
あ
た
た
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
目

標
額
八
五
七
、
四
〇
〇
円
に
対
し
て

八
八
一
、
四
〇
六
円
の
成
果
を
収
め

て
終
了
し
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
多
額
の
善
意
は
県
全
域
に
わ
た

り
福
祉
活
動
に
、
ま
た
松
之
山
町
の

住
民
福
祉
活
動
や
歳
末
た
す
け
あ
い

援
護
金
の
資
金
と
し
て
大
き
な
役
割

を
果
し
て
お
り
ま
す
。

　
『
上
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

・
募
金
内
訳

　
戸
　
募
金
（
一
、
三
三
七
戸
）

　
　
　
　
　
　
八
二
七
、
六
一
四
円

　
学
校
、
保
育
所
募
金
（
十
二
）

　
　
　
　
　
　
　
二
六
、
〇
二
七
円

　
職
域
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金
（
ニ
カ
所
）

　
　
　
　
　
　
　
二
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、
七
六
五
円

　
合
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八
八
一
、
四
〇
六
円

。
共
同
募
金
の
ゆ
く
え

　
県
全
域
の
福
祉
活
動
に

　
　
　
　
　
　
一
七
七
、
四
〇
〇
円

　
町
の
住
民
福
祉
活
動
に

　
　
　
　
　
　
五
四
四
、
○
〇
六
円

　
歳
末
た
す
け
あ
い
慰
問
金
に

　
　
　
　
　
　
一
六
〇
、
○
○
○
円

　
昨
年
の
四
月
か
ら
今
年
の
三
月
ま

で
に
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の

み
な
さ
ん
か
ら
温
か
い
善
意
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
湯
之
島
　
石
塚
緑
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
三
〇
、
○
O
O
円

　
越
正
連
合
会
さ
ん

　
　
　
　
　
　
一
九
一
、
四
四
四
円

　
小
田
原
市
　
福
原
寿
春
さ
ん

　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
、
○
O
O
円

　
郡
仏
教
会
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
五
〇
、
○
○
○
円

陰
．
羅
お
石
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4月25日の県知事選挙

投票率は前回を上回る＆6，4％

町の開票結果

候　補　者 党　派 得票数

君　　健男 自由民主党 2，480票

坂上とみお 無所属 752票

〈
役
場
で
の
開
票

午
後
七
時
半

投票所別成績（投票率）

東山では女子14人全員投票

　
投
票
率
は
八
六
・
四
％
で
、
前
回

（
八
二
・
三
五
％
）
を
四
・
〇
五
％

上
回
り
ま
し
た
が
、
過
疎
の
た
め
投

票
者
数
は
一
六
七
人
減
の
三
、
二
五

四
人
で
し
た
。

　
第
十
一
投
票
区
（
東
山
冬
期
分
校
）

で
は
、
女
子
十
四
人
全
貝
が
投
票
し

一
〇
〇
％
の
成
績
と
な
り
、
投
票
所

別
の
ト
ッ
プ
は
第
七
投
票
区
（
中
尾

集
会
所
）
の
九
三
・
九
四
％
で
し
た
。

有
効
投

無
効
投

投
票
総

投
票
率

　
男
　
女
　
計
県
の
得

⑭
君
　
坂
上

と　票八八八　数票票
み健数六六六　　　数

　
三
、
二
三
二
票

　
　
　
　
二
二
票

　
三
、
二
五
四
票

・
六
五
％

・
一
八
％

・
四
〇
％

男
七
二
三
、
八
五
三
票

お
四
五
五
、
七
四
〇
票

投　　票　　所 投票区 有権者数 投票者数 投票率

1 中　尾　集　会　所 第7 132 124 93．94％

2 下川手公会堂 第4 143 133 93．01

3 上蝦池冬季分校 第9 98 91 92．86

4 東山冬季分校 第11 27 25 92．59

5 大荒戸集会所 第3 103 92 89．32，

6 東　川　小学　校 第8 259 227 87．64

7 松之山公会堂 第1 700 610 87．14

8 黒　倉　分　校 第12 114 99 86．84

9 浦　田　小　学校 第13 591 512 86．63

10 三　省　小　学　校 第2 252 215 85．32

11 坪　野　分　館 第10 137 116 84．67

12 上川手公会堂 第5 182 154 84．62

13 松　里　小　学　校 第6 846 709 83．81

14 中立山集落センター 第14 182 147 80．77

計 3，766 3，254 86．40

投
票
総
数
三
、
二
五
四
票

　
　
　
　
ト
ッ
プ
は
中
尾
の
九
三
・
九
四
％

　
四
月
二
十
五
日
の
県
知
事
選
挙
は
、
君
健
男
氏
が
七
十
二
万
票

を
獲
得
し
て
当
選
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
川
手
分
校
の
閉
校
に
よ
り
、
上
・
下
川
手
が
そ
れ
ぞ
れ

の
部
落
で
投
票
所
を
開
設
し
た
た
め
前
回
よ
り
一
投
票
区
多
い
十

四
カ
所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

△清き一票を投じる有権者上川手公会堂

1
5
N
ー
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3月29日の臨時議会

■審議可決したおもな事項

・昭和56年度町一般会計補正予算（第7回）

　2，506千円追加し総額22億9，626万8千円とする。

・町林業構造改善事業推進協議会条例の一部改正

　「産業課」を「振興課」に改める。

・町道の認定について

　花立線（浦田）幅員5m砂利道112mを町道に認定
・昭和56年度町国民健康保険特別会計補正予算（第3回）

　△1，556千円減額し総額3億8，576万5千円とする。
　△直診松之山診療所勘定予算を1，200万5千円追加し総

　額2億190万3千円とする。
・昭和56年度町簡易水道事業特別会計補正予算（第4回）

　1，900千円追加し総額2億467万7千円とする。
。昭和56年度町農業共済事業特別会計補正予算（第1回）

　1，597千円追加し総額2，772万8千円とする。
。町議会委貝会条例の一部改正

町課設置条例に振興課が新設されたことに伴え所管

　がえ

　「建設観光委員会」を「建設委員会」に
　「土木、建築、観光その他資源開発」を「一般土木、

町営住宅および克雪」に改める。

。第9次道路整備5力年計画の策定に関する決議につい

　て

昭和57年度を最終年度とする第8次道路整備5力年計
画は行財政再建計画を先行する政府の方針のもとに完
全達成されぬまま終了する見通しとなっている。

過疎および交通事故対策としても道路の整備促進は緊
急を要する。

昭和58年度から第9次5力年計画にあたっては、大幅
　な事業わくの拡大を図ってもらいたい。（抜粋）

4月28日の臨時議会

。昭和56年度町一般会計補正予算（第8回）

　830万7千円追加し総額23億457万5千円とする。
・町税条例の一部改正

△所得控除

　「寡婦控除額」を「寡婦（寡夫）控除額」に改める。

△固定資産税の納期

　昭和57年度に限り第一期「4月16日から30日まで」を
　「5月16日から31日まで」とする。
・町国民健康保険税条例の一部改正

・工事請負契約の締結（3千万円以上の工事は議会の議決

　を求める）
△町道藤原松之山線改良工事（浦田・藤原）

　延長540m　請負金額3，450万円　請負者高橋組
△町道松口松之山線改良工事（松口）

　延長420m　請負金額3，430万円　請負者高橋組
。町営土地改良事業の施行について

県単土地改良事業（浦田・上之山）農道200m
事業費2，000万円　受益面積10．5ヘクタール、受益戸数

33戸事業の実施年度、昭和57年度1年
県補助金35％　町負担分65％

△4月28日の臨時議会
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収
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活
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。
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県
全
域
の
福
祉
活
動
に

　
　
　
　
　
　
一
七
七
、
四
〇
〇
円

　
町
の
住
民
福
祉
活
動
に

　
　
　
　
　
　
五
四
四
、
○
〇
六
円

　
歳
末
た
す
け
あ
い
慰
問
金
に

　
　
　
　
　
　
一
六
〇
、
○
○
○
円

　
昨
年
の
四
月
か
ら
今
年
の
三
月
ま

で
に
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の

み
な
さ
ん
か
ら
温
か
い
善
意
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
湯
之
島
　
石
塚
緑
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
三
〇
、
○
O
O
円

　
越
正
連
合
会
さ
ん

　
　
　
　
　
　
一
九
一
、
四
四
四
円

　
小
田
原
市
　
福
原
寿
春
さ
ん

　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
、
○
O
O
円

　
郡
仏
教
会
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
五
〇
、
○
○
○
円

陰
．
羅
お
石

””II“””III””1　昭和57年5月10日　”“ll”1“””Ill“1”“1”“””1”““1”“”lll”ll””1“1””ll”1”“1”“”ll”m”III””1”IIII”1”1”1”””””II””””””ll””Ill”””””II【2】Ill””1””1”1”iI

4月25日の県知事選挙

投票率は前回を上回る＆6，4％

町の開票結果

候　補　者 党　派 得票数

君　　健男 自由民主党 2，480票

坂上とみお 無所属 752票

〈
役
場
で
の
開
票

午
後
七
時
半

投票所別成績（投票率）

東山では女子14人全員投票

　
投
票
率
は
八
六
・
四
％
で
、
前
回

（
八
二
・
三
五
％
）
を
四
・
〇
五
％

上
回
り
ま
し
た
が
、
過
疎
の
た
め
投

票
者
数
は
一
六
七
人
減
の
三
、
二
五

四
人
で
し
た
。

　
第
十
一
投
票
区
（
東
山
冬
期
分
校
）

で
は
、
女
子
十
四
人
全
貝
が
投
票
し

一
〇
〇
％
の
成
績
と
な
り
、
投
票
所

別
の
ト
ッ
プ
は
第
七
投
票
区
（
中
尾

集
会
所
）
の
九
三
・
九
四
％
で
し
た
。

有
効
投

無
効
投

投
票
総

投
票
率

　
男
　
女
　
計
県
の
得

⑭
君
　
坂
上

と　票八八八　数票票
み健数六六六　　　数

　
三
、
二
三
二
票

　
　
　
　
二
二
票

　
三
、
二
五
四
票

・
六
五
％

・
一
八
％

・
四
〇
％

男
七
二
三
、
八
五
三
票

お
四
五
五
、
七
四
〇
票

投　　票　　所 投票区 有権者数 投票者数 投票率

1 中　尾　集　会　所 第7 132 124 93．94％

2 下川手公会堂 第4 143 133 93．01

3 上蝦池冬季分校 第9 98 91 92．86

4 東山冬季分校 第11 27 25 92．59

5 大荒戸集会所 第3 103 92 89．32，

6 東　川　小学　校 第8 259 227 87．64

7 松之山公会堂 第1 700 610 87．14

8 黒　倉　分　校 第12 114 99 86．84

9 浦　田　小　学校 第13 591 512 86．63

10 三　省　小　学　校 第2 252 215 85．32

11 坪　野　分　館 第10 137 116 84．67

12 上川手公会堂 第5 182 154 84．62

13 松　里　小　学　校 第6 846 709 83．81

14 中立山集落センター 第14 182 147 80．77

計 3，766 3，254 86．40

投
票
総
数
三
、
二
五
四
票

　
　
　
　
ト
ッ
プ
は
中
尾
の
九
三
・
九
四
％

　
四
月
二
十
五
日
の
県
知
事
選
挙
は
、
君
健
男
氏
が
七
十
二
万
票

を
獲
得
し
て
当
選
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
川
手
分
校
の
閉
校
に
よ
り
、
上
・
下
川
手
が
そ
れ
ぞ
れ

の
部
落
で
投
票
所
を
開
設
し
た
た
め
前
回
よ
り
一
投
票
区
多
い
十

四
カ
所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

△清き一票を投じる有権者上川手公会堂

1
5
N
ー
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△招魂社に出来たかやぷき屋根の伝習施設△祝賀会に華を添えた湯山神楽

伝習館ζ

ゴ鑓卜。孝撫プン

4
月
に
あ
っ
た
行
事

ムモダンな建物：公衆便所
△頂上へ車で行ける新しい道路

1615142
日日日日

22　21　20　19　17

日日日日日
23
日

24
日

2625
日　日

乳
幼
児
検
診
（
8
5
人
）

遺
族
会
役
員
会
（
代
議
貝
会
）

観
光
協
会
監
査
役
員
会

心
身
障
害
者
福
祉
会
役
員
会

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

　
（
三
ヵ
月
以
上
の
乳
児
）

母
子
福
祉
会
役
員
会

部
落
総
代
会

食
生
活
改
善
推
進
員
研
修
会

農
業
共
済
嘱
託
員
会

土
木
工
事
入
札

○
町
道
改
良

　
▽
高
橋
組
請
負

　
己
の
下
線
（
湯
山
）
二
五
八
m

　
水
梨
黒
倉
線
（
水
梨
）
三
二
八
m

　
松
代
松
之
線
（
松
口
）

　
四
二
〇
m

　
藤
原
松
之
山
線
（
藤
原
）

　
五
四
〇
m

O
舗
装

　
▽
上
越
舗
道
請
負

　
藤
倉
外
丸
線
（
中
尾
）

　
二
一
〇
m

　
松
ロ
中
央
線
（
松
口
）
三
九
五
m

　
▽
福
田
道
路
請
負

　
東
川
藤
倉
天
水
越
線
（
東
川
）

　
七
一
五
m

　
栃
倉
線
（
天
水
越
）
三
四
〇
m

　
上
の
山
曽
根
新
田
線
（
上
の
山
）

　
四
二
〇
m

　
大
荒
戸
松
代
線
（
大
荒
戸
）

　
三
八
九
m

民
生
委
貝
協
議
会

フ
ッ
素
塗
布
と
歯
科
検
診

資
料
館
開
館

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
オ
U
プ
ン

浦
田
保
育
所
歯
み
が
き
教
室

県
知
事
選
挙

母
子
保
健
推
進
員
研
修
会

””IIllll”lll”lll【5】1”””1””1”ll”lll”ll””Ill“””lll”II””””1”1“”i““1”1”“”Ill“Illl”lll“lll””“”ll”””1”II”“”lll“””II”””1””II”II“””lll広報まつのやま　Nα751””””1””“1

　4月24日晴天の招魂社で、郷土文化保存施設のこけらおとしとテ

ニスコートオープンの記念祝賀会が、松之山地区協議会主催により、

120名の参加を得て盛大に行われました。この舞台開きには、湯山

神楽や、地区の人達による踊り、民謡などが披露され、この日ばか

りはにぎやかな山となりました。

　総事業費5千9百万円
　郷土文化保存伝習施設（かやぶき屋根の郷土芸能館1棟39．75m2公

衆便所1棟、給水と外灯施設〉一式1，542万円。

　野外緑地広場施設（招魂社の広場整備1，100m2、駐車場288m2取付

道路幅3m延長430m）一式1，940万円。

　運動広場施設（テニスコート2面1，330m2、照明施設）一式2，423

万円で合計5，905万円の巨費が投入されました。

り

郷土文化保存

テニス

△青空の下で盛大な祝賀会

2827
日　日

30
日

国
道
姻
号
線
祝
賀
会
（
牧
村
）

糖
尿
病
検
診
（
1
8
名
受
診
）

議
会
臨
時
会

希
望
館
オ
ー
プ
ン

新
林
構
推
進
協
議
会

献
血
（
蜘
人
）
次
回
は
七
月

五
日
松
里
地
区

ス
キ
ー
場
建
設
準
備
委
員
会

農
業
委
貝
会

5
月
の
行
事
予
定

待望のテニスコート竣功

　　　　　あなたもテニスをやうてみませんか！ク

中121176
旬日日日日

15
日

17
日

18
日

19
日

312726下
日日日旬

春
の
防
犯
運
動
（
1
5
日
ま
で
）

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
会
議

観
光
協
会
総
会

糖
尿
病
検
診
結
果
お
し
ら
せ
会

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
お
よ
び
B
C

G
（
二
歳
児
・
小
一
・
中
一
、

二
年
生
）

森
林
組
合
総
代
会

温
泉
ま
つ
り
（
1
6
日
ま
で
）

国
道
姻
号
線
昇
格
祝
賀
会

（
中
立
山
集
落
セ
ン
タ
i
、

地
区
主
催
）

温
泉
委
貝
会

全
町
民
寄
生
虫
検
査

議
会
建
設
委
貝
会
（
2
1
日
ま
で
）

上
越
地
方
植
樹
祭
（
吉
川
町
）

大
厳
寺
開
牧
式

議
会
産
業
経
済
委
貝
会

議
会
総
務
民
生
委
員
会

北
海
道
津
別
町
議
会
視
察塾
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犯罪や事故のない

明るい町をつくりましょう

春になると犯罪や事故が多くなります

昨
年
一
年
問
で
二
十
二
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
年
が
補
導
さ
れ
る

　
　
私
た
ち
の
町
か
ら
犯
罪
や
事
故
を
な
く
す
る
た
め
、
五
月
六
日

　
か
ら
十
五
日
ま
で
、
防
犯
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
松
之
山
町
は
犯
罪
の
少
な
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
年

　
春
に
な
る
と
犯
罪
や
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
昨
年
一
年
間
で
不
良
行

為
少
年
補
導
が
二
十
二
人
、
犯
罪
発

生
が
六
件
あ
り
ま
し
た
。

　
み
ん
な
で
犯
罪
や
事
故
の
な
い
明

る
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

○
自
動
車
を
駐
車
す
る
時
は
エ
ン
ジ

　
ン
キ
ー
を
ね
き
ま
し
ょ
う
。

○
少
年
の
非
行
防
止
の
た
め

　
・
親
子
で
何
で
も
話
し
合
え
る
家

　
　
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
・
万
引
や
飲
酒
等
を
防
ぐ
た
め
子

昭和57年5月10日1”Il”1”田III”II

　町での犯罪発生と少年補導状況

犯罪発生（56年1月～12月まで：件）

凶悪犯 窃　盗 知能犯 その他 総　数

発　　生 1 4 0 1 6
検　　挙 1 1 1 1 4

深夜はいかい 暴走行為 そ　の　他 総　　　数
11 7 4 22

　
　
供
の
持
ち
物
や
顔
色
等
に
注
意

　
　
し
ま
し
よ
う
。

○
訪
問
販
売
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
・
雪
解
け
と
共
に
サ
ギ
ま
が
い
の

　
　
悪
質
な
訪
問
販
売
が
横
行
し
て

　
　
い
ま
す
。
う
ま
い
話
に
は
絶
対

　
　
の
ら
な
い
よ
う
、
充
分
気
を
つ

　
　
け
て
下
さ
い
．

　
な
お
、
被
害
に
あ
っ
た
時
に
は
、

す
ぐ
一
一
〇
番
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

6月11日㈹町全域で停電

午前8時より午後4時30分まで

　　　　　　一東北電カー

　送電線の鉄塔改修作業のため停電

になりますのでお知らせ致します。

少年補導（松之山：人）

刑法犯少年補導（東頸城：人）

大島村 安塚町 浦川原村 牧　村 松代町 松之山町

10 8 3 2 1 0

圏
　　　国民年金保険料引き上げ
　　　　　4，500円から5，220円に附加保険料を納め

　　　　ている方は、4，900円から5，620円に引き上

　　　　げられました。

年々保険料が高額になりますが、適正負担にご理解

と、ご協力をお願いします。

子
供
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

　
火
災
に
よ
る
子
供
の
死
者
を
見
る

と
、
出
火
時
近
く
に
保
護
者
が
い
な

か
っ
た
た
め
に
逃
げ
遅
れ
、
死
に
至

っ
た
も
の
が
多
く
大
人
の
注
意
が
強

く
望
ま
れ
ま
す
。

「
子
供
の
日
」
お
よ
び
「
児
童
福
祉

週
間
」
に
ち
な
み
、
次
の
安
全
対
策

に
留
意
さ
れ
子
供
を
火
災
か
ら
守
り

ま
し
よ
p
フ
。

・
子
供
は
避
難
し
や
す
い
一
階
に
寝

　
か
せ
ま
し
よ
う
。

・
子
供
だ
け
を
残
し
て
外
出
し
な
い

　
こ
と
。
ど
う
し
て
も
外
出
し
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
隣
り
近

　
所
に
お
願
い
す
る
。

・
も
し
火
災
に
あ
っ
た
ら
、
子
供
、

　
老
人
を
第
一
に
避
難
さ
せ
る
。

・
毎
月
一
日
、
十
五
日
は
「
火
災
予

　
防
の
日
」
で
す
。
月
二
回
は
家
庭

　
内
で
火
災
予
防
に
つ
い
て
話
し
合

　
い
ま
し
ょ
う
。

子
供
の
い
た
ず
ら

・
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
は
子
供

　
の
目
に
つ
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

・
火
に
興
味
を
も
っ
た
ら
、
そ
の
こ

　
わ
さ
を
教
え
る
。

・
ア
イ
ロ
ン
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
コ
ー

　
ド
を
抜
い
た
ら
、
手
の
届
か
な
い

　
と
こ
ろ
へ
し
ま
う
。

・
幼
児
だ
け
を
残
し
て
、
外
出
し
な

　
い
。

戸
籍
の
明
暗

　
　
　
　
　
四
　
　
月

■
新
婚
さ
ん

■
う
ぶ
声

相
澤
寿
春
（
小
谷
・
秋
男
の
長
男
）

飯
塚
大
悟
（
中
立
山
・
哲
郎
の
二
男
）

高
橋
香
織
（
天
水
島
・
敏
夫
の
長
女
）

■
お
く
や
み

高
橋
　
ハ
ル
㈲
歳
（
東
川
・
三
新
）

倉
重
　
ヤ
ス
㈲
歳
（
藤
原
・
甚
内
）

野
本
音
治
郎
㈱
歳
（
湯
本
・
野
本
や
）

重
野
徳
一
圃
歳
（
下
蝦
池
・
隠
居
）

佐
藤
　
米
治
㈹
歳
（
天
水
越
・
田
市
）

重
野
　
ヨ
シ
㈹
歳
（
上
蝦
池
・
親
家
）

猪
俣
幸
三
郎
⑯
歳
（
松
之
山
・
猪
俣
）

趨　　一灘》・、縄　　　r■」－

Nα76

／5
1982

浦田保育所

歯の衛生週問
6月4日～10日

　幼少年児の口腔内が常に清潔に保たれるよう、食後の正しい歯口清掃の習慣づくりを

母親の理解と協力のもとに行わせることを目標にしています。

□編集議会事務局ロ発行　新潟県松之山町世帯1，370戸女2，509人男2，392人
6月1日現在
人口4，901人


